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フェニックス・ラボラトリー合同会社代表 『ウエッブ・アフガン』編集発行人 野口壽一
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73でなぜこんなことを始めたのか → 米撤退と人生の総決算

● 1948年 鹿児島生まれ、 1967年 甲南高校卒業、同年東京工業大学入学

● 学生時代→卒業後7～8年（～1979年）学生運動と国際連帯活動 →マスコミや商業出版に対抗する革命的
ジャーナリズムの創造活動 、ベトナム解放闘争にかかわり、革命に憧れる （生活：食うや食わず）

・ガリ版印刷からタイプ印刷、活版印刷、写植印刷を体験

● 30歳代（1980年代）アフガニスタン（革命）に没入、革命参加（生活：リクルートなどでフリーランス）
・アフガニスタンにおける革命と反革命の対立・抗争にインボルブしつつ、

収入手段としてメディアでの印刷、出版の現場を体験
https://www.bio.titech.ac.jp/event/event_pdf/kuramae/kuramae2009/03-impres.pdf

● 40歳～60歳（1987年～キャラバン時代） 経済活動にめざめ会社設立
・アフガン側の要請で貿易会社として出発したがアフガン政府が崩壊

並行してパソコンによる情報処理、DTP、インターネット関連事業へ
・上場計画から方向転換→ソリトンシステムズと企業合同し起業支援へ

https://caravan.co.jp/ 参照 └→2008年8月リーマンショック
・ビットバレーに先行するベンチャー支援：246コミュニティ：https://www.caravan.net/246c

● 60歳～現在
・フェニックス・ラボラトリー合同会社を立ち上げ、ベンチャー支援と模索の継続
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実体験した印刷＝CT技術の変遷と個人的総決算
・印刷はコミュニケーションテクノロジー /文化そのもの

・文字 ⇒ 木簡、石 ⇒ パピルス ⇒ 紙 ⇒ 活版印刷技術の発明 ⇒ 印刷全盛期
（文字情報＋紙メディア ⇒ 電気＋ケーブル ⇒ 無線/WiFi ⇒ 音声情報、映像情報を包摂統合＝マルチメディア

紙への印刷→DTP→インターネット→紙を使わない文字/画像/映像コミュニケーションへ

・製版：石・木、鉛 → 活版印刷へ（印刷のベース技術として存続）
ガリ版（孔版） → リソグラフ、スクリーン印刷、和文タイプ → 写真植字 → コールドシステム（輪転）

・印刷 凸版、平版、凹版、孔版

・出版 取次経由書店：東販、ニッパン、その他
直販：書店経由、自社ECサイト
ネット：アマゾンほか、 POD(Print on Demand)出版

●上記とインターネット革命をすべて実体験できた稀有な世代
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目的＜1＞ アフガン情勢を日本に伝える～変革(革命)運動への連帯
アフガニスタンは人類史の宝庫＝博物館、その探求
アフガニスタンを素材に世界と日本を考える。

目的＜２＞ 小資本・個人でも情報発信＆ビジネス可能性の提示

●『ウエッブ・アフガン』の実践を通して利用可能なアプリ、サービス、リソースの紹介

● Web2.0サービスの利用 プラットフォームサービス 各種ブログサービス ECサービス
・無料サービスだと不愉快な広告が入ったり、読者名簿が手に入らなかったり、・・・

● POD（Print on Demand）などとの組み合わせにより紙の出版を展開

◆次ページで活動の全体像を概説（２ページの図、再掲」）
ブログそのものは、いまでは何万人、何十万人とやっているし、ユーチューバーという
若者のあこがれの職業さえ生まれている。取り立てて珍しいものではないのだが・・・
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WORDPRESS（テーマ： NEWSBERG ） 編集画面（１）
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WORDPRESS（テーマ： NEWSBERG ） 編集画面（２）
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現在までの成果

●アクセス数の変化 22年9月末より
Facebook、Twitter、Instagramなどとの
連動を始めた
劇的に増えた

●ニュースレターの発行（月３回、無料）
更新情報の告知（RSS）やお知らせ

●筆者・情報提供者の増加

●読者数の増加
年２回 〇〇〇〇人（フェニックス・ラボラトリーの顧客、関係者名簿）
月３回 約〇〇〇人（回覧者数をくわえると推計〇〇〇人）

●読者バラエティーの増加
友人、知人、顧客、アフガン関係者（支援者、研究者、関係者、出版社）

●予期せぬ成果
・読者（日本・アフガン）の増加と反応 → 情報提供、協力者の登場
・世界中に亡命、避難しているアフガン人との連携
・取り扱いテーマ範囲の拡大と進化（テーマが散漫化しないよう注意）
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目的の深化と展望

● POD（出版）の取り組み

●動画配信、ECなどの検討

●クラウドファンディングの検討

●現地ジャーナルとの提携

●組織的発展の要請（NPO化？）

●収益化とアフガニスタンへの成果の還元
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おまけ 『ウエッブ・アフガン』は、WEB2.0 つぎは3.0？

WEB3.0への技術の深化

Web1.0 テキスト・静止画、見る、DWL中心、２D B⇒C

Web2.0 テキスト、静止画、動画、見る、書く、CMS、DWL＋UPL、２D B⇔C

Web3.0 ブロックチェーン、NFT、DAO、メタバース、VR、３D、所有、参加 B⇔C⇔C
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